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１１．．ははじじめめにに  

通常学級注)における特別支援教育を効果的に実

践するために連携が重要である。ここでは，教員の

連携のための技能あるいは要領が問われる。「附属

学校特別支援教育連携専門委員会」（以下，本委員

会と記す）では，これを「連携スキル」と称して現

場の実践に基づいて探究している。 

その中で，連携スキルの発揮を促進あるいは補完

したりするためのツールが注目されることがある。

その代表例は，個別の指導計画であろう。また，別

の例では，授業参観と事後の共同検討を促進するた

めのツールとして，「授業参観記録の一覧表」１）や，

支援対象生徒の認知面の特性を可視化し共有する

ための「職業適性検査の分析作業シート兼プロフィ

ール」２）など枚挙にいとまがない。 
さらに，近年，岩手県教育委員会では，連携に資

する公式のツールとして「引継ぎシート」の活用を

進めている３）。これは，岩手県民計画（2019～2028），

岩手県教育振興計画，いわて特別支援教育推進プラ

ン（2019～2023）の具体的施策として開発されたも

のであり，岩手県のホームページにて公開されてい

る。ここでは「家庭・教育・医療・福祉等が一層の

連携を図り，切れ目ない支援の充実につなげるため，

『引継ぎシート』の作成・活用による取組を進める

こととしました」と宣言されている。その上で，こ

の活用を促進すべく，以下の基本事項の解説が付さ

れている。すなわち，①「引継ぎシート」の内容，

②「引継ぎシート」作成の対象，③保護者との情報

共有，④個人情報の取扱い，⑤「引継ぎシート」の

記入方法，⑥「引継ぎシート」と「個別の教育支援

計画」等との関係，⑦保存期間である。また，作成

例，想定問答が付されている。 

このような新たなツールについて，教員は，その

作成・活用の経験をもって，その作成・活用自体に

漸次熟練していくことになる。しかし，作成・活用

事例や，そこでの実践的要点を知ることで，自らの

作成・活用経験を省察しやすくなり，熟練がより促

進されるであろう。 
そのための一助として，本稿では「引継ぎシート」

を作成・活用した連携事例を報告し，そこにある実

践的要点を探究する。報告する事例は，医療と教育

の連携事例である。医療と教育の連携は，伝統的な

テーマであり，相互の努力がなされている。事例報

告は，本委員会事業協力者によるものであり，その

内容は複数の事例を混成し再構成した。その上で，

本委員会委員と本委員会事業協力者（研究者，特別

支援学校勤務経験者，高等学校勤務経験者，中学校

勤務経験者，小学校勤務経験者）５名で構成した小

グループによって，事例検討会を開催し，連携の実

践的要点を検討した。また，検討に際しては，次の

３つの観点を用いた。 
第一は，事例報告と「引継ぎシート」における基

本事項①～⑦である。以下では，これらについて＜

＞を付して表記した。 

第二は，教員の連携スキルとして挙げられている

６つ，すなわち，①コーディネーションのスキル，

②コンサルテーションのスキル，③ファシリテーシ

ョンのスキル，④ネットワーキングのスキル，⑤カ

ウンセリングのスキル，⑥アセスメントのスキルで 

―――――――――――――――――――― 

注）本稿を含む一連の研究の標題及び本文では慣例として「通常の

学級」を「通常学級」と表記している。そもそも「通常学級」は

公用語ではなく，特別支援学級との対比から「通常の学級」と通

称されたものが短縮されたものにすぎない。 
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ある４）。以下では，これらについて，＜＞を付して

表記した。 

第三には，事例検討会メンバー個々の実務経験等

を踏まえた独自の観点である。事例における独自的

内容に注目しつつも，類似あるいは対局の状況を呈

した他の事例，先行する好事例などとの対照を交え

た。 

なお，事例報告とその検討，並びに本稿の執筆と

公表に際しては，事例検討会メンバーをはじめとす

る関係者の同意をもって進めた。加えて，新型コロ

ナウィルス感染症対策の観点から，事例検討会は，

その回数と人員を分散して開催した。 
 

 ２２．．事事例例報報告告  

 本事例は，Ａ高等学校が医療機関と連携した事例

であり，本委員会事業協力者の一人として招聘した

Ｂ教諭による報告であった。以下は，報告の概要で

ある。 

（（１１））対対象象  

対象生徒は，Ｃさん（1学年，男子）である。Ｃ

さんは，入学後間もなくから対人トラブルが頻回に

あり，たびたび「悪口を言われた」と担任教員に訴

え，その度に落ち込んで欠席することがあった。ま

た，ＳＮＳを通じて自らが公開しているプロフィー

ル欄にトラブルとなった相手生徒に対する誹謗中

傷を記していることが判明した。その記載内容は，

過激化し，実際の対人関係におけるトラブルを招く

ことになった。なお，本事例報告内容である医療機

関との連携の実現の後にＡＤＨＤと診断された。 

Ｃさんの家庭は一人親世帯であり，保護者（母親）

は，対人関係の調整が苦手で，人付き合い全般に対

して消極的であった。保護者は，子育てにおいて，

Ｃさんが幼少の頃から，落ち着きがなく，かんしゃ

くを起こすことが多く，苦慮していたという。しか

し，ことのことを保育所や学校等に対して，保護者

が相談したり，援助要請したりすることはなかった。

加えて，Ｂ教諭の把握したところによれば，高校入

学前までの保育所や学校から，Ｃさんの支援を具体

的に進めようとする前向きな提案があったにもか

かわらず，保護者はそれを受け入れなかったという。

保護者の内心として，「障害があると見なされる」

と感じ，心理的な抵抗があったものと察せられた。 

Ｃさんに対する支援のニーズは，学習状況，生活

状況から学級担任がつぶさに把握し，その情報は教

育相談担当で特別支援教育コーディネーターであ

るＢ教諭と共有された。その上で，Ｃさんは，Ｂ教

諭によって，学年団並びに学校全体で「支援を要す

る生徒」の一人として報告され，校内で共通理解さ

れた。   

また，Ｂ教諭は，入学後からＣさんの対応に参画

しており，トラブルのたびにその事後指導の一端と

して，Ｃさんの情緒的なケアに努め，その発達と適

応の実態を見極め支援していた。ここで注目された

のは，第一に，度重なる対人トラブルの要因として

見られた，Ｃさん自身が他者の言動を被害的に受け

止めやすいという強い思考パターンであった。第二

に，行動の自己統制の弱さであった。Ｂ教諭のアプ

ローチによって，Ｃさんは１学年の後半期までに，

これらについて自覚するとともに，具体的な対処方

法を求めようとする意欲や考えが語られるように

なっていた。 

さらに，Ｂ教諭は，Ｃさんの状況と指導の経緯に

ついて，保護者に対して懇切丁寧に伝えており，１

学年の後半期までには，保護者はＣさんの学校での

状況を理解し，学校の対応への信頼を寄せるように

なっていた。そのため，Ｂ教諭は，保護者の同意を

得て，出身中学校や小学校からの情報提供を求めた

り，児童相談所や医療機関等の外部機関との連携を

予備的に模索したりすることができた。 

以上の経緯の中で，Ｂ教諭は，医療機関の受診の

必要を察知しつつ，それをＣさん本人と保護者の納

得の上で進められるよう対応を重ねた。 

（（２２））連連携携のの実実際際  
Ｃさんは，１年生の後半期から情緒的な不穏さが

続き，家庭内での暴力なども懸念された。「緊急的

な対応」の可能性を察知したＢ教諭は，そのことに

ついて，連携を想定していた医療機関と母親に伝え，

可能なかぎりの予防策を講じつつ，迅速な対処を想

定し備えた。 

実際に，Ｃさんは，この直後の深刻な対人トラブ
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ルによって，緊急入院となった。学校から医療機関

への情報提供が迅速になされ，それに基づいて医療

機関による対応が得られた。Ｂ教諭は，事前に「引

継ぎシート」を作成していた（図１～２）。また，

これに添付して，次のような学校独自の資料が提供

された。その内容は，①小学校，中学校からの聴取

り内容の記録，②高等学校での生活状況に関わる記

録（主訴に関連するＳＮＳのスクリーンショットな

どを含む），③「生徒状況チェックシート」と称す

る学校独自のアセスメント（「生活」「学習」「対人」

「その他」を観点とした行動特性 70項目程度から

構成されているもの），④学校での支援状況（支援

員の業務日誌の抜粋），⑤学校としてＣさんの対応

で課題となっていることと相談したいことのまと

め，であった。これらは保護者の同意と学校長の決

裁を得て，Ｂ教諭が医療機関に持参した。 

なお，Ｃさんは，数週間の入院治療を経て，学校

生活に復帰した。学校は，医療期間からの情報提供

を受け，それを踏まえた対応が講じられ，Ｃさんは

徐々に学校適応に向かうことになった。 

  
３３．．検検討討 

本事例は，危機的な状況にありながらも，Ｂ教諭

の主導によって，必要に応じた学校と医療機関の連

携がなされたものとして理解された。以下では，事

例検討会において得られた発言内容を整理し，実践

的要点を求めた。 

（（１１））「「引引継継ぎぎシシーートト」」基基本本事事項項ととのの対対照照  

第一に，＜基本事項①「引継ぎシート」の内容＞に

かかわって，事例では，「引継ぎシート」をいわゆ

るフェイスシートとして用いて，これに医療との連

携に際して必要と判断された内容が学校独自の資

料として添付され，内容を補完した。この資料の選

定は，Ｂ教諭によって判断され，その上で，保護者

の同意と学校長の決裁を得た。 

このことに関して，学校が医療機関の必要とする

情報が何か，その概略を把握しておくことが有用で

あると考えられた。連携の目的は，対象幼児児童生

徒の利益であり，医療機関と学校は共にそれを目指

すことになるため，医療機関が必要とする情報を提 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図１１  ＣＣささんんのの「「引引継継ぎぎシシーートト」」（（表表））  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図図２２  ＣＣささんんのの「「引引継継ぎぎシシーートト」」（（裏裏））  
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供することは，目的の実現に資するためである。医

療機関との連携を先進的に行っている県内の学校

では，過去に連携した医療機関について，それぞれ

が必要とする内容を把握しており，それを記載事項

とした独自の情報提供書様式を開発し，「引継ぎシ

ート」と併せて使用しているという。その記載事項

には，「支援者の役職と氏名（担任とその他の教員）」

「授業中の様子・成績・理解度」「学習スタイル」

「休み時間の様子」「集団活動（集会・掃除・係の

仕事）」「対人関係（会話・他害の有無）」「給食」「放

課後・休日の様子」「所感（保護者の対応の様子，

担任が気にかけていること）」「特筆すべきエピソー

ド」などがある。 
第二に，＜基本事項②「引継ぎシート」作成の対

象＞にかかわっては，Ｃさんが作成対象とされたこ

とについて，保護者の同意が得られていることが前

提であり，それに至るプロセスが的確に進められた

ことが察せられた。すなわち，それは＜基本事項③

保護者との情報共有＞の実現や，＜基本事項④個人

情報の取扱い＞の適切な実施をも含むものであり，

それゆえに，医療機関への情報提供に対する保護者

の納得と同意が得られたのであろう。 

また，本事例においてＡ高等学校では，「引継ぎ

シート」を含む情報の提供方法は「持参が原則」で

あり，郵送，ＦＡＸや電子メールでの提供は慎んで

いるとのことであった。そもそも学校は，公的機関

として幼児児童生徒の個人情報を守る義務があり，

責任ある行動が求められる。本事例では，保護者の

同意に基づく，学校と医療機関の直接的な情報交換

がなされていた。 

このことに関して，学校と医療機関の間に，保護

者が介する場合では懸念が少ないと考えられた。こ

れは，学校（または医療機関）が，保護者に情報提

供し，保護者自身が病院（又は学校）にそれを伝え

るという構図では，情報提供の主体が保護者自身に

なるためである。ただし，このような構図が成立し

ない状況もあり，まさに本事例では，学校と医療機

関が直接情報交換をすることが選択されていた。い

ずれ，多様な要因を踏まえつつ，その状況における

適切で実施可能な構図を見出していくことが必要

である。 

 なお，次の２点についての注意も必要である。①

情報の内容として，偶発的に関与した他の幼児児童

生徒の情報が含まれてしまうことである。例えば，

Ｃさんの日常の様子に関する記録において，トラブ

ルの相手となった他生徒の記述が多少なりとも含

まれた。当然ながら個人情報の取り扱いは，偶発的

に関与する他の幼児児童生徒側からも慎重に考え

られるべきである。②情報の提供の手続に関する所

要時間である。学校から医療機関に提供される情報

については，学校長の決裁が必要であり，その内部

の手続において一定時間を要することがある。その

ことを想定した関係者の動きが必要であろう。 

第三に，＜基本事項⑤「引継ぎシート」の記入方

法＞にかかわっては，Ｂ教諭はこれに従って「引継

ぎシート」を作成した。そもそも，全県統一で使用

するものであることから，用法を遵守することは情

報内容の質を担保する上で重要な点であった。 

第四に，＜基本事項⑥「引継ぎシート」と「個別

の教育支援計画」等との関係＞＜基本事項⑦保存期

間＞にかかわっては，事例において触れられなかっ

た。一般論ではあるが，「引継ぎシート」が個別の

教育支援計画の一部として取り扱われることを前

提として，将来の引継ぎ内容として保管され，活用

される資料的価値を有することになった。また，保

存期間が「個別の教育支援計画に関する記録の保存

期間を参考とし，５年間保存されることが文書管理

上望ましい」とされることからも，学校での保存場

所や管理方法におけるについては堅牢性，安全性，

さらには，必要場面に確実に活用できるための検索

性が問われるであろう。 

（（２２））教教員員のの連連携携ススキキルルととのの対対照照  

＜コーディネーションのスキル＞は，「校内外の

資源と子どもの教育的ニーズを結び付けるもの」で

ある。本事例では，Ｂ教諭によって存分に発揮され

ていた。学校の窓口として，保護者，医療機関との

関係を構築し，校内外の資源をもって連携を具現化

した。 

また，これに伴っては，＜ネットワーキングのス

キル＞と，＜アセスメントのスキル＞の発揮があっ

－ 156 －

教育実践研究論文集　第９巻



たと言えよう。前者は「地域の各種資源との間にネ

ットワークを構築するもの」であり，コーディネー

ションの準備である「外部連携に資する予備的ネッ

トワークづくり」として発揮されていた。後者は，

「子どもと子どもを取り巻く環境を含めて問題の

実態を把握し支援を組み立てるもの」であり，コー

ディネーションの実施判断を得るべく発揮されて

いたと言えよう。 

＜コンサルテーションのスキル＞は，「保護者や

担任教員へのアドバイスや指導法について提案や

助言等をするもの」である。事例では，明示されて

いないが，Ｂ教諭は，保護者や担任教員との関わり

を重要視しており，その過程でＣさんの支援に関し

ての議論があったとすれば，このスキルの発揮があ

ったことだろう。これに伴っては，＜カウンセリン

グのスキル＞の発揮もあったことだろう。このスキ

ルは「保護者や担任への相談の窓口的役割を担うも

のであり，保護者や子どもの問題への気付きや初期

の情緒的な混乱，あるいは教員の心理的な負担等に

対応する際に発揮されることが想定されている」も

のである。この発揮があったからこそ，Ｂ教諭は，

これまで学校との関係を深められていなかったと

いう保護者からの信頼を得られたのだろう。 

 ＜ファシリテーションのスキル＞は，「必要な連

絡調整を行い，校内の教員等の力を集めて，指導・

支援の取り組みを促進するもの」である。事例では， 

Ｂ教諭が，学級担任，学年団並びに学校全体でＣさ

んの状況を共通理解することしていた。これは，担

任教員等の各立場における役割の遂行を促進する

ための布石であり，ファシリテーションの意図によ

るものであろう。 

（（３３））そそのの他他  
事例においては，医療機関が，「引継ぎシート」

による情報提供に応じて対応した。すなわち，「引

継ぎシート」の作成・活用は，学校組織並びに教員

のみによるものではない。医療機関をはじめとする

外部の専門機関と学校の双方向での情報の活用が

なされるならば，「引継ぎシート」の作成・活用の

意義が明らかになると共に，作成・活用の動機が高

まり，「引継ぎシート」の作成・活用が一層促進さ

れるだろう。これは，「学校組織のエンパワメント

5）」につながると言えよう。 

  
４４．．ままととめめ 

本稿では，「引継ぎシート」を作成・活用にかか

る実践的要点を提供することを目指した。 

事例報告に基づく検討から，実践的要点として次

の４点が見出された。すなわち，①「引継ぎシート」

の作成・活用における内容面として，これをフェイ

スシートとした上で，支援上必要な情報を選定し，

添付するなどの現場判断があり得ること，②「引継

ぎシート」の作成・活用における形式面として，個

人情報の適切な取扱いと，保護者の同意と学校長の

決裁が重要であること，③「引継ぎシート」の作成・

活用の背景には，教員の状況に即した多様な連携ス

キルの発揮があること，④「引継ぎシート」の作成・

活用は，外部の専門機関と学校の双方向での活用に

よって発展し，学校組織のエンパワメントになるこ

と，である。 

 これらの内容が，今後の「引継ぎシート」の作成・

活用の促進の一助となり，通常学級における特別支

援教育の充実に寄与することを願う。 
 
 

付付  記記  

本稿は，「附属学校特別支援教育連携専門委員会」
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